
令和5年6月7日 

関係各位 

 京都市立堀川高等学校 

 校 長    橋 詰   忍 

京都市立堀川高等学校 

第25回教育研究大会 兼 令和4年度指定SSH中間報告会 のご案内（一次） 

 
時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。また、平素は本校教育活動に格別のご理解とご支援を賜り誠

にありがとうございます。 

さて、来る9月15日（金）に本校におきまして、第25回教育研究大会 兼 令和4年度指定SSH中間報告会

を下記のとおり開催いたします。 

本教育研究大会は、京都市立高等学校教育改革のパイロット校に指定された本校の教育活動を公開し、ご指導

とご助言を仰ぐとともに、よりよい高等学校教育の実現に向けた協議・交流を行うために開催するものでございま

す。 

本校は、令和 4年度に SSH認定枠および重点枠（広域連携）に指定され、研究開発に取り組んでいるところで

ございます。今回の教育研究大会では、本校2年生全員が対象となる「探究基礎生徒研究発表会」を中心に据え、

生徒による個人研究発表およびゼミ活動の見学、教員をはじめ教育関係者による分科会を実施いたします。 

本年は新教育課程実施の2年目であり、その教育課程に基づいて学びを進めてきた2年生による初めての「探

究基礎生徒研究発表会」となります。「総合的な探究の時間」である「探究基礎」につきましても、内容を改変して

指導実践を進めてまいりました。教育活動のさらなる向上に向けて、多様な視点からご指導とご助言を賜わりたく

存じます。 

なお、当日の交流をより充実させることを目的として、「探究基礎」や中学生向け探究活動教室「探究道場」、

SSHの取組などの教育活動に関する概要説明を、事前動画配信にておこないます。 

ご多用のことと拝察いたしますが、多くの方々にご来校ご参観いただき、ご指導を賜りたくご案内申し上げます。 

なお、大会当日のオンライン配信は予定しておりません。 

 

記 

 

１ 目 的：   令和 4 年度から本校で実施している新教育課程では、生徒が従来以上に主体的に学習に向か

うことをめざしている。これは教科指導・探究指導の双方に通じるものであるが、今回は本校の

「総合的な探究の時間」である「探究基礎Ⅰ・Ⅱ」および「理数探究基礎」における実践を中心

に報告・協議することによって、生徒が主体的に学習に向かうための指導法の充実をはかる。 

２ テ ー マ：   堀川高校令和5年度 校内研究テーマ 

「目標・課題点を生徒と共有する評価」～生徒が主体的に学習するために～ 

SSH認定枠 取組の目的 

「自身の探究の意義、目的を認識させることで主体的な探究に繋げる指導法の実践・共有」 

※ 堀川高校令和5年度 校内研究テーマについて 

ここでいう評価とは、通知票に記載するための評価を指しているのではなく、日々

の生徒へのフィードバックとしての評価である。単なる点数や A・B・C という段階を

示すだけでは、生徒は現状を把握できたとしても次にやるべきことが見えにくい。顕

著な成長が見られたのはどの部分か、どのような資質や能力が不足しているのか、

今後どのような目標を設定して取り組むべきか、その克服や達成の方略はどのよう

なものか、などを生徒と教員が共有することによって、生徒は自ずと学習に取り組む

ようになるのではないだろうか。その実現のために有効な評価とはどのようなものか

について研究を進める。 



３ 日 時：   令和5年9月15日（金） 8:４５～1６:２0 

４ 会 場：   京都市立堀川高等学校 

５ 参加対象：   学校関係者、教育関係者 

６ 参 加 費：   無料 

７ 内 容： 

9月上旬  事前動画配信（本校の教育活動に関する概要説明） 

9月15日（金）当日タイムテーブル（抄） 

8:１５ 受付開始 

８:４５-９：00 開会式 

・ご挨拶 

・趣旨説明 

 移動 

９:25–12:25 探究基礎研究発表会 

これまで「探究基礎Ⅰ」前期（HOP）においては、議論の仕方や論文

の書き方といった「探究の『型』を学ぶ」ということを目標としてきたが、

令和 4 年度からは自身の興味・関心を拡げたり、深めたりしながら課題

設定に至る過程を楽しむ姿勢を養うことを目標とした。今回発表する 2

年生は、新たな HOP を経験した初めての生徒である。探究の進め方の

サイクルを考えれば、課題設定にいたるプロセスそのものも、成果と同様

に重要である。自身の探究の過程に自信を持って発表する姿を見てい

ただきたいと考えています。 

 昼食 

13:50-14:20 ゼミ会 

少人数講座（ゼミ）単位で、それぞれが発表会で得た学びを共有する

ための会を実施する。今回は発表会だけでなく、そこにいたる探究のプ

ロセスも振り返る。生徒が、それらの学びをどのように捉えて、今後に生

かそうとしているか。また、それに対して教員がどのように指導助言をし

ているかを見ていただきたいと考えています。 

 移動 

14:30-15:３0 分科会 

複数のテーマに基づいて、会場ごとに意見交換等をおこなう。 

 

 移動 

15:４0-1６:２0 全体会 

各分科会で議論された内容等を全体で共有する。 

 

1６:２0  終了 

 

８ 申し込み方法： 

参加をご希望される方は、Googleフォームにて連絡先等をご入力ください。 

（GoogleフォームのURLは、8月4日（金）頃に堀川高校WEBサイトにて公開を予定しております。） 

 

以上 


